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○
地

球
は

、
二

酸
化

炭
素

や
メ

タ
ン

な
ど

の
「
温

室
効

果
ガ

ス
 
」
と

呼
ば

れ
る

微
量

ガ
ス

の
温

室
効

果
に

よ

っ
て

、
現

在
の

気
温

を
維

持
し

て
き

ま
し

た
。

し
か

し
、

産
業

革
命

以
降

、
石

炭
や

石
油

な
ど

の
化

石
燃

料
を

継
続

的
に

燃
焼

し
続

け
た

こ
と

に
よ

り
、

大
気

中
の

二

酸
化

炭
素

な
ど

が
著

し
く

増
加

し
、

そ
の

結
果

、
温

室

効
果

に
よ

っ
て

宇
宙

空
間

に
放

出
さ

れ
る

は
ず

の
熱

が
大

気
中

に
と

ど
ま

る
よ

う
に

な
っ

て
し

ま
い

、
地

球
の

温
暖

化
が

引
き

起
こ

さ
れ

て
き

て
い

ま
す

。
地

球
温

暖

化
に

影
響

の
あ

る
ガ

ス
の

う
ち

、
二

酸
化

炭
素

が
約

６

割
を

占
め

て
い

る
と

考
え

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

二
酸

化
炭

素
の

排
出

抑
制

が
地

球
温

暖
化

防
止

に
お

け
る

最
大

の
課

題
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

   

◎
市

と
し

て
家

庭
・事

業
者

へ
の

省
エ

ネ
呼

び

か
け

を
。

 

◎
近

年
、

二
酸

化
炭

素
削

減
が

特
に

重
要

に

な
っ

て
い

る
の

で
、

計
画

に
反

映
を

。
 

◎
中

小
企

業
が

利
用

し
や

す
い

二
酸

化
炭

素

排
出

量
取

引
制

度
を

市
と

し
て

も
推

進
す

べ

き
 

◎
カ

ー
ボ

ン
フ

ッ
ト

プ
リ

ン
ト

制
度

も
同

様
に

活

用
検

討
を

。
 

○
地
球
は
、
二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン
な
ど
の
「
温
室
効
果
ガ
ス
」
と
呼

ば
れ
る
微
量
ガ
ス
の
温
室
効
果
に
よ
っ
て
、
現
在
の
気
温
を
維
持
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
産
業
革
命
以
降
、
石
炭
や
石
油
な
ど
の
化
石
燃

料
を
継
続
的
に
燃
焼
し
続
け
た
こ
と
に
よ
り
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

な
ど
が
著
し
く
増
加
し
、
そ
の
結
果
、
温
室
効
果
に
よ
っ
て
宇
宙
空
間

に
放

出
さ

れ
る

は
ず

の
熱

が
大

気
中

に
と

ど
ま

る
よ

う
に

な
っ

て
し

ま
い
、
地
球
の
温
暖
化
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖

化
に
影
響
の
あ
る
ガ
ス
の
う
ち
、
二
酸
化
炭
素
が
約
６
割
を
占
め
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
が
地
球

温
暖
化
防
止
に
お
け
る
最
大
の
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 

資
料

３
－

３
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○
平

成
９

年
1
2 

月
に

京
都

で
開

催
さ

れ
た

第
３

回
締

約
国

会
議

に
お

い
て

、
「
京

都
議

定
書

」
が

採
択

さ

れ
、

2
0
0
8
 
年

か
ら

2
0
12

 
年

ま
で

の
間

に
、

温
室

効

果
ガ

ス
を

1
9
9
0

年
対

比
と

し
て

締
約

国
全

体
で

５
％

排
出

削
減

を
行

う
こ

と
が

規
定

さ
れ

、
こ

の
う

ち
日

本

の
割

当
量

は
６

％
と

な
っ

て
い

ま
す

。
 

 

◎
温

室
効

果
ガ

ス
２

５
％

削
減

に
向

け
た

市

の
取

り
組

み
検

討
を

。
 

【
事

務
局

】
 

◎
京

都
議

定
書

は
平

成
1
7
年

2月
に

発
効

 

◎
平

成
2
1
年

9
月

に
鳩

山
首

相
（
当

時
）が

国

連
気

候
変

動
サ

ミ
ッ

ト
に

お
い

て
、

日
本

が

2
0
2
0
年

ま
で

に
温

室
効

果
ガ

ス
2
5
％

削
減

（
9
0
年

比
）す

る
こ

と
を

表
明

 

○
日

本
は

平
成

９
年

1
2 

月
に

京
都

で
開

催
さ

れ
た

気
候

変
動

枠
組

条

約
第

３
回

締
約

国
会

議
（
C

O
P

3
）
に

お
い

て
採

択
さ

れ
た

「
京

都
議

定

書
」
に

基
づ

き
、

20
0
8
 年

か
ら

2
0
1
2
 年

ま
で

の
5

年
間

の
平

均
で

、
温

室
効

果
ガ

ス
を

1
99

0
年

対
比

と
し

て
６

％
排

出
削

減
す

る
こ

と
を

目
標

に

（
締

約
国

全
体

で
は

５
％

）国
全

体
で

取
り

組
ま

れ
て

き
ま

し
た

。
 

し
か

し
、

平
成

2
1

年
9

月
に

行
わ

れ
た

国
連

気
候

変
動

サ
ミ

ッ
ト

に
お

い
て

、
鳩

山
首

相
（当

時
）
が

、
20

2
0

年
ま

で
に

温
室

効
果

ガ
ス

2
5
％

削

減
（
9
0

年
比

）
す

る
こ

と
を

表
明

。
地

球
温

暖
化

防
止

の
た

め
の

国
民

的

運
動

「
チ

ャ
レ

ン
ジ

２
５

」
の

ほ
か

、
二

酸
化

炭
素

の
国

内
排

出
量

取
引

制

度
を

創
設

す
る

な
ど

し
て

、
よ

り
強

力
に

温
室

効
果

ガ
ス

削
減

に
向

け
た

取
り

組
み

が
行

わ
れ

て
い

ま
す

。
 

ま
た

飯
山

市
で

も
今

後
、

市
民

や
事

業
者

温
室

効
果

ガ
ス

に
つ

い
て

学
び

、
二

酸
化

炭
素

の
排

出
削

減
に

取
り

組
む

た
め

の
仕

組
み

づ
く
り

が

急
務

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 

（
委

員
）キ

ー
ワ

ー
ド

は
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
る

の
で

総
合

的
に

は
こ

の
記

載
で

問
題

は
な

い
と

思
う

。
た

だ
最

後
の

3行
の

文
章

が
わ

か
り

に
く
い

と

こ
ろ

が
あ

る
の

で
、

少
し

直
し

た
ほ

う
が

い
い

。
 

（
修

正
案

→
）ま

た
飯

山
市

で
も

今
後

、
市

民
や

事
業

者
が

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
削

減
に

つ
い

て
学

び
、

二
酸

化
炭

素
の

排
出

削
減

に
取

り
組

む
た

め
の

仕
組

み
づ

く
り

が
急

務
と

な
っ

て
い

ま
す

。
 

（
委

員
）「

削
減

に
つ

い
て

学
び

…
」
、

と
い

う
部

分
は

環
境

教
育

の
中

に

落
と

し
込

み
、

ま
た

そ
れ

に
よ

っ
て

仕
組

み
づ

く
り

も
行

っ
て

い
く
と

い
う

こ

と
に

つ
な

が
る

の
か

。
 

（
事

務
局

）
第

5
章

の
施

策
の

展
開

に
盛

り
込

ん
で

い
き

た
い

。
温

室
効

果

ガ
ス

に
つ

い
て

は
市

役
所

の
中

で
も

昨
年

ぐ
ら

い
か

ら
本

格
的

取
り

組
み

が
始

ま
っ

た
。

こ
の

数
年

で
確

実
に

重
要

な
キ

ー
ワ

ー
ド

と
な

る
と

思
う

。
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○
二

酸
化

炭
素

の
排

出
は

、
日

常
生

活
と

も
密

接
な

関
連

が
あ

り
、

自
動

車
運

行
時

、
電

力
消

費
時

、
ご

み

の
焼

却
の

際
に

も
二

酸
化

炭
素

が
排

出
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

  

◎
ご

み
焼

却
施

設
は

、
C

O
2
排

出
量

を
抑

え
ら

れ
て

い
る

の
か

。
 

◎
エ

コ
パ

ー
ク

寒
川

の
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

抑
制

の
た

め
の

2
4
時

間
運

転
し

て
い

る
も

の
で

、
C

O
2

の
特

別
抑

制
は

な
い

。
 

熱
交

換
よ

る
利

用
と

い

う
点

で
は

C
O

2
削

減
と

い
え

る
。

 

○
二
酸
化
炭
素
の
排
出
は
、
日
常
生
活
と
も
密
接
な
関
連
が
あ
り
、
自

動
車
運
行
時
、
電
力
消
費
時
、
ご
み
の
焼
却
の
際
に
も
二
酸
化
炭
素
が

排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

（
委

員
）原

発
の

停
止

も
あ

り
太

陽
光

パ
ネ

ル
は

こ
れ

か
ら

増
え

る
と

思

う
。

た
だ

屋
根

に
載

っ
て

い
る

パ
ネ

ル
は

と
も

か
く
、

農
地

や
自

然
の

土
の

上
に

太
陽

光
パ

ネ
ル

が
並

ぶ
こ

と
は

と
て

も
異

様
に

感
じ

る
。

こ
う

し
て

パ

ネ
ル

が
ど

ん
ど

ん
増

え
て

い
っ

て
し

ま
う

こ
と

が
続

け
ば

、
将

来
的

に
何

か
不

具
合

が
起

き
る

の
で

は
な

い
か

心
配

。
メ

リ
ッ

ト
デ

メ
リ

ッ
ト

を
明

ら
か

に
し

て
い

く
必

要
は

あ
る

と
思

う
。

 

（
事

務
局

）
学

習
の

機
会

を
作

る
な

ど
を

含
め

検
討

し
て

い
く
。

 

                



現
状

分
析

修
正

シ
ー

ト
【第

1
案

】 
（第

2
章

第
5

節
「地

球
環

境
問

題
」）

 

 
4
 

５
-
２

 
オ

ゾ
ン

層
の

保
護

 

担 当 課担 当 課担 当 課担 当 課

    

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

    
委

員
委

員
委

員
委

員
か
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か
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か
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出 出出出
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れ

た
さ

れ
た

さ
れ

た
さ

れ
た

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降
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変 変変変

化 化化化
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考
慮

考
慮

考
慮

考
慮

す
べ

き
す

べ
き

す
べ

き
す

べ
き

事
項

等
事

項
等

事
項

等
事

項
等

    
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
（ （（（
各

担
当
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作
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各
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当
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成
各

担
当

課
作

成
各
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当

課
作

成
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○
オ

ゾ
ン

層
と

は
、

地
球

を
取

り
巻

い
て

い
る

成
層

圏

下
層

（高
度

1
5K

m
～

3
0K

m
）の

比
較

的
オ

ゾ
ン

が
多

く
含

ま
れ

て
い

る
層

の
こ

と
で

あ
り

、
有

害
な

紫
外

線
を

吸
収

し
、

地
球

上
の

生
命

を
守

っ
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

6
0
 
年

ほ
ど

前
に

発
明

さ
れ

た
フ

ロ
ン

（
正

式
名

称
 

C
F
C

: 
ｸ
ﾛ
ﾛ
ﾌ
ﾙ

ｵ
ﾛ
ｶ
ｰ

ﾎ
ﾞﾝ

）
が

広
く
使

用
さ

れ
た

こ
と

に

よ
り

、
こ

の
2
0 

年
～

3
0 

年
の

間
に

オ
ゾ

ン
層

が
急

激
に

破
壊

さ
れ

て
き

て
い

ま
す

。
こ

の
オ

ゾ
ン

層
の

破

壊
に

よ
り

、
有

害
紫

外
線

の
到

達
率

が
増

加
す

る
こ

と

で
、

皮
膚

が
ん

、
白

内
障

に
よ

る
失

明
の

増
加

、
作

物

収
穫

量
の

減
少

、
魚

類
の

減
少

な
ど

の
影

響
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

 

◎
対

策
の

推
進

等
に

よ
り

、
10

年
前

と
比

べ

オ
ゾ

ン
層

問
題

は
言

わ
れ

な
く
な

っ
て

き
て

い

る
の

で
、

全
体

的
に

内
容

を
再

検
討

す
べ

き
。

 

 

○
オ
ゾ
ン
層
と
は
、
地
球
を
取
り
巻
い
て
い
る
成
層
圏
下
層
（
高
度

1
5
K
m
～
3
0
K
m）

の
比
較
的
オ
ゾ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
層
の
こ
と
で

あ
り
、
有
害
な
紫
外
線
を
吸
収
し
、
地
球
上
の
生
命
を
守
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
6
0
 年

ほ
ど
前
に
発
明
さ
れ
た
フ
ロ
ン
（
正
式
名
称
 
C
F
C:
 
ｸ

ﾛ
ﾛ
ﾌ
ﾙ
ｵ
ﾛｶ
ｰ
ﾎ
ﾞﾝ
）
が
広
く
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
30
年
ほ
ど

の
間
に
オ
ゾ
ン
層
が
急
激
に
破
壊
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
オ
ゾ
ン
層

の
破
壊
に
よ
り
、
有
害
紫
外
線
の
到
達
率
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
皮
膚

が
ん
、
白
内
障
に
よ
る
失
明
の
増
加
、
作
物
収
穫
量
の
減
少
、
魚
類
の

減
少
な
ど
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
の
濃
度
は
、
1
99
0
年
代
以
降
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
緩

や
か
に
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
高
い
状
態
に
あ
り
大
規

模
な
破
壊
が
続
い
て
い
ま
す
。
 

（
委

員
）オ

ゾ
ン

層
問

題
に

つ
い

て
は

、
以

前
は

問
題

視
さ

れ
て

い
た

が

最
近

は
あ

ま
り

言
わ

れ
な

く
な

っ
て

い
る

。
し

っ
か

り
学

習
す

る
機

会
を

作

っ
て

い
っ

て
ほ

し
い

。
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○
国

際
的

に
協

力
し

て
オ

ゾ
ン

層
の

保
護

を
図

る
た

め
に

、
昭

和
6
0 

年
に

「
オ

ゾ
ン

層
の

保
護

の
た

め
の

ウ
ィ

ー
ン

条
約

」
が

、
ま

た
昭

和
6
2
 
年

に
は

「
オ

ゾ
ン

層
を

破
壊

す
る

物
質

に
関

す
る

モ
ン

ト
リ

オ
ー

ル
議

定

書
」
が

採
択

さ
れ

ま
し

た
。

日
本

で
は

、
平

成
４

年
の

モ

ン
ト

リ
オ

ー
ル

議
定

書
第

４
回

締
約

国
会

合
に

お
い

て
、

オ
ゾ

ン
層

破
壊

物
質

の
回

収
・
再

利
用

・
破

壊
の

推
進

を
図

る
こ

と
が

議
決

さ
れ

た
こ

と
を

受
け

、
「
フ

ロ

ン
回

収
促

進
の

た
め

の
支

援
事

業
」
や

「
フ

ロ
ン

破
壊

モ
デ

ル
事

業
」の

実
施

を
図

っ
て

い
ま

す
。

 

【
事

務
局

】
 

・
平

成
13

年
4月

1日
、

特
定

家
庭

用
機

器
再

商
品

化
法

（家
電

リ
サ

イ
ク

ル
法

）
が

施
行

さ

れ
、

テ
レ

ビ
・
冷

蔵
庫

・
洗

濯
機

･エ
ア

コ
ン

の

家
電

4品
目

は
、

メ
ー

カ
ー

に
よ

り
リ

サ
イ

ク
ル

さ
れ

て
い

る
。

 

・
家

電
リ

サ
イ

ク
ル

法
の

施
行

に
伴

い
、

現
在

は
冷

蔵
庫

の
フ

ロ
ン

回
収

は
行

っ
て

い
な

い
 

◎
防

災
無

線
広

報
の

テ
レ

ビ
の

不
法

投
棄

の
状

況
は

？
 

広
報

は
地

デ
ジ

化
よ

る
ア

ナ
ロ

グ
テ

レ
ビ

の
不

法
投

棄
防

止
の

た
め

の
も

の
。

H
2
1
で

は
2
0
台

以
上

、
H

2
2
減

少
し

た
が

、
無

料
回

収
に

よ
る

も

の
が

大
。

家
電

4
品

目
は

リ
サ

イ
ク

ル
料

金
必

要

な
た

め
違

法
性

は
あ

る
が

、
取

り
締

れ
な

い
の

が
現

状
。

 

○
日

本
で

は
、

平
成

４
年

の
モ

ン
ト

リ
オ

ー
ル

議
定

書
第

４
回

締
約

国
会

合
に

お
い

て
、

オ
ゾ

ン
層

破
壊

物
質

の
回

収
・
再

利
用

・破
壊

の
推

進
を

図
る

こ
と

が
議

決
さ

れ
た

こ
と

を
受

け
、

「
フ

ロ
ン

回
収

促
進

の
た

め
の

支

援
事

業
」
や

「フ
ロ

ン
破

壊
モ

デ
ル

事
業

」
の

実
施

が
図

ら
れ

、
飯

山
市

で

も
平

成
8
年

度
か

ら
平

成
1
2年

度
ま

で
、

岳
北

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

へ
直

接

搬
入

さ
れ

る
冷

蔵
庫

を
対

象
に

、
フ

ロ
ン

の
回

収
を

行
い

ま
し

た
。

 

○
平

成
1
3
年

4
月

に
特

定
家

庭
用

機
器

再
商

品
化

法
（家

電
リ

サ
イ

ク
ル

法
）
が

、
平

成
17

年
1月

に
は

「使
用

済
み

自
動

車
の

再
資

源
化

等
に

関

す
る

法
律

」
（
自

動
車

リ
サ

イ
ク

ル
法

）が
施

行
さ

れ
る

な
ど

、
フ

ロ
ン

を
使

用
す

る
機

器
を

メ
ー

カ
ー

が
リ

サ
イ

ク
ル

す
る

シ
ス

テ
ム

が
構

築
さ

れ
て

お
り

、
地

球
温

暖
化

原
因

物
質

の
排

出
を

抑
制

す
る

取
り

組
み

の
強

化

が
図

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

市 民 環 境 課

 

○
本

市
で

は
、

平
成

８
年

度
か

ら
1
2
 年

度
ま

で
、

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

へ
直

接
搬

入
さ

れ
る

冷
蔵

庫
を

対
象

に
、

フ
ロ

ン
の

回
収

を
行

っ
て

き
ま

し
た

。
 

◎
削

除
し

て
よ

い
の

で
は

。
 

<
削

除
>
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５
-
３

 
酸

性
雨

の
防

止
 

担 当 課担 当 課担 当 課担 当 課

    

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

現
行

計
画

記
載

    
委

員
委

員
委

員
委

員
か

ら
か

ら
か

ら
か

ら
出 出出出

さ
れ

た
さ

れ
た

さ
れ

た
さ

れ
た

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

計
画

策
定

以
降

の ののの
変 変変変

化 化化化
、 、、、

考
慮

考
慮

考
慮

考
慮

す
べ

き
す

べ
き

す
べ

き
す

べ
き

事
項

等
事

項
等

事
項

等
事

項
等

    
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
新

計
画

原
案

新
計

画
原

案
（ （（（
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
各

担
当

課
作

成
） ）））
    

市 民 環 境 課

 

○
酸

性
雨

と
は

、
硫

黄
を

含
む

化
石

燃
料

（
石

油
や

石

炭
）
を

燃
焼

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
硫

黄
酸

化
物

や
窒

素

酸
化

物
が

大
気

中
に

放
出

さ
れ

、
大

気
中

で
硫

酸
や

硝
酸

な
ど

に
変

化
し

た
後

、
・
発

生
源

周
辺

で
乾

性
降

下
物

と
し

て
地

上
に

降
下

す
る

・
遠

く
ま

で
飛

散
し

て
い

き
、

強
度

の
酸

性
度

を
示

す
な

ど
し

て
地

上
に

落
下

す

る
、

と
い

っ
た

現
象

の
こ

と
で

す
。

 

○
酸
性
雨
と
は
、
硫
黄
を
含
む
化
石
燃
料
（
石
油
や
石
炭
）
を
燃
焼
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
硫
黄
酸
化
物
や
窒
素
酸
化
物
が
大
気
中
に
放
出
さ

れ
、

大
気

中
で

硫
酸

や
硝

酸
な

ど
に

変
化

し
た

後
、

雨
・
雪

・
霧

な
ど

に
溶

け
込

ん
で

降
っ

て
く
る

現
象

で
す

。
 

 
 

市 民 環 境 課

 

○
酸

性
雨

は
、

一
般

的
に

p
H

5
.6

 
以

下
の

も
の

と
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
湖

水
は

p
H

5
.5

 
ま

で
下

が
る

と
魚

が

死
滅

し
、

森
林

で
は

p
H

3.
0
 
以

下
の

酸
性

雨
が

降
り

注
ぐ

と
、

可
視

的
障

害
や

成
長

抑
制

を
も

た
ら

す
こ

と

が
実

験
に

よ
っ

て
わ

か
っ

て
い

ま
す

。
 

     

◎
飯

山
市

で
は

酸
性

雨
の

P
H

を
調

べ
て

い
る

か
？

ア
サ

ガ
オ

と
か

ペ
チ

ュ
ニ

ア
と

か
花

び
ら

の

薄
い

も
の

は
影

響
が

顕
著

で
、

酸
性

雨
が

降
る

と
プ

ツ
プ

ツ
が

で
き

る
の

で
調

べ
て

も
ら

い
た

い
。

（
事

務
局

）
や

っ
て

い
な

い
。

 

 学
校

に
依

頼
す

る
の

も
一

案
。

中
学

校
の

部
活

で
責

任
を

持
た

せ
実

施
、

結
果

を
市

全
体

に
公

開
し

て
い

く
こ

と
で

、
生

徒
も

意
欲

を
持

っ
て

や

れ
る

。
（
事

務
局

）
秋

ま
で

に
調

整
し

デ
ー

タ
を

取

れ
る

よ
う

に
。

 

 農
産

物
に

も
影

響
あ

る
。

特
に

７
月

下
旬

か
ら

８

月
盆

前
の

雨
と

か
。

（
事

務
局

）
最

近
で

は
苦

土

石
灰

倍
の

量
使

っ
て

も
効

か
な

い
と

か
。

 

花
の

色
が

薄
い

と
か

、
病

気
に

か
か

り
や

す
い

と
か

そ
う

い
う

影
響

あ
り

、
も

し
デ

ー
タ

あ
れ

ば
。

（
事

務
局

）
市

内
の

状
況

デ
ー

タ
等

を
掲

載
す

る

よ
う

に
し

た
い

。
 

 

○
酸
性
雨
は
、
一
般
的
に

pH
5.
6
 
以
下
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

湖
水
は

pH
5
.
5 
ま
で
下
が
る
と
魚
が
死
滅
し
、
森
林
で
は

p
H
3
.
0
 以

下
の
酸
性
雨
が
降
り
注
ぐ
と
、
可
視
的
障
害
や
成
長
抑
制
を
も
た
ら
す

こ
と
が
実
験
に
よ
っ
て
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
 

 



現
状

分
析

修
正

シ
ー

ト
【第

1
案

】 
（第

2
章

第
5

節
「地

球
環

境
問

題
」）

 

 
7
 

市 民 環 境 課

 

○
酸

性
雨

問
題

に
関

し
て

は
、

北
米

や
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

に

お
い

て
早

く
か

ら
問

題
と

な
っ

て
き

ま
し

た
が

、
東

南
ア

ジ
ア

地
域

に
お

い
て

も
酸

性
雨

問
題

が
現

実
の

も
の

と
な

り
つ

つ
あ

る
こ

と
か

ら
、

国
際

的
取

り
組

み
を

進
め

る
こ

と
が

急
務

と
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

日
本

は
、

東
南

ア
ジ

ア
地

域
に

お
け

る
地

域
共

同
の

第
一

歩
と

し
て

、

「
東

ア
ジ

ア
酸

性
雨

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構

想
」
を

提
唱

し
て

そ
の

実
現

に
努

め
て

お
り

、
そ

の
結

果
平

成
1
2
 
年

ま
で

の
で

き
る

限
り

早
い

時
期

に
、

酸

性
雨

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
稼

働
さ

せ
る

こ
と

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 

◎
東

ア
ジ

ア
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

想
の

現
状

は
。

 

○
原

因
と

な
る

物
質

が
放

出
さ

れ
て

か
ら

酸
性

雨
と

し
て

降
っ

て
く

る
ま
で
に
、
国
境
を
越
え
て
数
百
か
ら
数
千
ｋ
ｍ
も
運
ば
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
そ
の
動
向
を
監
視
す
る
た
め
国
際
的
に
協
力
し
て
世
界
各
国
で

様
々
な
観
測
・
分
析
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
で
は
、「

東
ア
ジ

ア
酸
性
雨
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
E
A
NE
T
）
」
の
下
で
、
酸
性

雨
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

共
通

の
手

法
で

行
う

た
め

の
取

り
組

み
が

進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 「
第

５
節

 
地

球
環

境
問

題
」
で

追
加

し
た

方
が

良
い

項
目

な
ど

 
 

             ◎
以

下
に

つ
い

て
追

加
の

検
討

を
。

 

５
-
４

 
二

酸
化

炭
素

排
出

量
の

削
減

 

・
二

酸
化

炭
素

排
出

量
取

引
制

度
 

国
内

ク
レ

ジ
ッ

ト
制

度
（
経

済
産

業
省

）の
活

用
に

よ
る

中
小

企
業

事
業

者
の

削
減

取
組

の
開

始
。

 

東
京

都
環

境
確

保
条

例
に

よ
る

「
大

規
模

事
業

所
に

対
す

る
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

削
減

義
務

と
排

出
量

取
引

制
度

」の
開

始
。

 

・
二

酸
化

炭
素

排
出

量
の

見
え

る
化

 

カ
ー

ボ
ン

フ
ッ

ト
プ

リ
ン

ト
制

度
（経

済
産

業
省

）
に

よ
る

製
品

へ
の

二
酸

化
炭

素
排

出
量

の
表

示
。

 

 ◎
『
生

物
多

様
性

の
保

全
』
は

大
き

く
取

り
上

げ
る

べ
き

 

 
→

国
家

的
課

題
で

あ
り

，
国

の
生

物
多

様
性

基
本

法
（
H

2
0
）に

準
じ

た
施

策
の

展
開

が
必

要
。

 

 
→

長
野

県
で

は
生

物
多

様
性

地
域

戦
略

を
策

定
中

 

 
h
tt

p:
/
/
w

w
w

.p
re

f.
na

ga
n
o
.jp

/k
an

ky
o
/
ho

go
/b

io
d
iv

/
in

d
ex

.h
tm

l  

 
→

飯
山

市
独

自
の

地
域

戦
略

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
。
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 （
委

員
）
ど

の
項

目
に

入
れ

た
ら

い
い

か
だ

が
、

2
0
0
0

年
ご

ろ
は

オ
ゾ

ン
ホ

ー
ル

と
い

っ
た

問
題

、
酸

性
雨

問
題

が
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
た

が
、

こ
こ

数
年

で
二

酸
化

炭
素

排
出

削
減

と
い

う
テ

ー
マ

が

大
き

く
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
る

。
鳩

山
首

相
も

言
わ

れ
て

い
る

よ
う

に
2
0
20

年
ま

で
に

排
出

量
2
5
％

削
減

す
る

と
い

う
数

値
目

標
が

出
て

い
る

の
で

、
市

と
し

て
取

り
上

げ
た

ほ
う

が
い

い
と

思
う

。
市

と

し
て

二
酸

化
炭

素
排

出
量

の
数

値
目

標
を

作
る

の
か

と
い

う
の

は
あ

る
の

か
？

そ
れ

を
含

め
て

こ
こ

へ
入

れ
た

ほ
う

が
い

い
と

思
う

。
事

業
所

ア
ン

ケ
ー

ト
の

中
に

も
あ

る
が

、
国

内
ク

レ
ジ

ッ
ト

制
度

に
つ

い
て

企
業

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
見

る
と

あ
ま

り
興

味
が

な
い

よ
う

な
結

果
。

こ
れ

は
内

容
を

知
っ

て
い

て
や

ら
な

い
と

い
う

判
断

な
の

か
、

制
度

そ
の

も
の

が
理

解
さ

れ
て

い
な

く
て

や
ら

な
い

の

か
は

判
ら

な
い

が
、

こ
う

や
っ

て
国

の
政

策
と

し
て

数
年

進
め

て
い

る
の

で
、

支
援

し
て

い
っ

た
ほ

う
が

い
い

と
思

う
。

こ
れ

は
中

小
事

業
者

を
対

象
と

し
た

制
度

な
の

で
、

ぜ
ひ

取
り

上
げ

た
ほ

う
が

い

い
。

具
体

的
に

は
東

京
都

も
二

酸
化

炭
素

排
出

の
取

引
制

度
が

始
ま

っ
て

い
る

の
で

、
そ

う
い

う
こ

と
も

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
と

理
解

し
て

も
ら

う
の

も
必

要
か

と
。

同
じ

く
カ

ー
ボ

ン
フ

ッ
ト

プ
リ

ン
ト

制

度
も

試
行

事
業

と
し

て
行

わ
れ

て
い

て
、

市
と

し
て

促
進

す
る

か
検

討
が

必
要

。
 

（
事

務
局

）
２

３
年

度
か

ら
の

記
載

の
中

に
は

カ
ー

ボ
ン

オ
フ

セ
ッ

ト
、

ク
レ

ジ
ッ

ト
関

係
の

記
載

を
入

れ
た

い
。

今
、

県
で

も
市

町
村

か
ら

出
さ

れ
た

二
酸

化
炭

素
を

ま
と

め
て

一
定

の
規

模
に

ま
と

め
た

も
の

を
交

換
す

る
と

い
う

よ
う

な
制

度
も

検
討

さ
れ

て
い

る
よ

う
な

の
で

、
そ

の
辺

を
調

べ
て

現
状

分
析

で
記

載
に

加
え

た
い

。
そ

れ
が

ベ
ー

ス
に

な
っ

て
市

で
も

積
極

的
に

取
り

組
む

、
と

い
う

よ
う

な
記

載
を

あ
る

べ
き

姿
に

加
え

る
か

ど
う

か
、

検
討

し
ま

す
。

資
料

2
-
3

の
「
5
-
1
」
で

も
二

酸
化

炭
素

排
出

と
関

係
す

る
と

こ
ろ

が
あ

り
ま

す
が

、
項

目
は

ど
う

す
れ

ば
い

い
で

し
ょ

う
か

。
 

（
委

員
）
一

緒
で

い
い

。
（
事

務
局

）
こ

の
項

目
に

二
酸

化
炭

素
を

も
う

少
し

付
け

足
す

形
で

検
討

す
る

。
 

→
飯

山
市

独
自

の
地

域
戦

略
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

。
 

  


